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自動車リサイクル事業を通して
新しい企業価値の創造を目指します

基 本 理 念

NGPグループ21世紀宣言

行 動 指 針

これからも環境リサイクル時代の
社会貢献活動に取り組みます

　NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合の前身である NGP グループ
は 1985 年（昭和 60 年）に結成され、2004 年には国内唯一の経済産業大臣
認可の事業協同組合として組織を法人化いたしました。
　環境問題や資源問題に対する意識が全世界規模で高まる昨今、国内
でも産業の裾野が広い自動車業界では、特に積極的な対応が求められ
ています。
　また 2005 年からは、自動車リサイクル法が完全施行となり、法令遵
守、使用済自動車の適正処理が義務付けとなりました。
　このような時代背景から、NGP グループではこれまで、従来のリ
サイクル部品共有在庫ネットワークの運営を行うとともに、使用済み
自動車適正処理ネットワークとして全会員参加によるエコ推進運動の
展開、損害保険会社・リース会社等の全損車輌取引マニュアルを作成
し、その適正処理を遵守した業務や自動車リサイクル法等の新たな制
度説明会などの組織的活動を展開してまいりました。
　さらに前述のとおり組織を法人化することで急激に進む環境保全へ
の迅速な対応、専門性を追求する役割に対して NGP 協同組合の組合
員が果たすべき使命を全うできるような体制が整いました。
　NGP 協同組合はこれからも、リサイクル部品の規格統一化、技術
教育、啓蒙活動など、環境リサイクル時代の社会貢献活動を NGP 協
同組合組織活動の主課題として全力で取り組んで行きます。

一、我々は、使用済み車輌を適正に処理します
一、我々は、自動車リサイクル部品を全面的に
　　啓蒙します
我々ＮＧＰグループは、リサイクル部品流通業界のリーダーとして一
人ひとりが責任を持ち、21 世紀の社会に貢献していくことを誓います。
2005 年施行の自動車リサイクル法に合わせ、地域社会に信頼され、
存在価値のあるグループを目指します。

①　 環境保全活動を当グループの最重要課題と位置づけ、グループ全
従業員の共通認識とします。

②　 環境に関する法律、規制、自動車リサイクル法等を遵守し環境保
全に取り組みます。

③　 環境負荷低減のため、環境目的・環境目標を定め、定期的に見直
しを行うことにより、継続的な改善を図ります。

④　 工場内における解体作業については、適正かつ効率的なリサイク
ルが行われるよう解体技術の向上に努めます。また、同時に廃車
車輌の全てにマニフェスト発行による管理を徹底します。

⑤　 設備の稼動については通常時のみならず、非通常時においても廃
棄物の漏残、飛散等の未然防止、及び騒音の削減等の地域環境保
全に努めます。

⑥　 事業活動全般に関して大気汚染、土壌汚染、水質汚染、悪臭の防
止に努めます。

⑦　 グリーン購入法に基づき、使用物品等を見直し、再生紙などの利
用促進をするとともに、電気・水道水等のエネルギー消費の低減
に取り組みます。

⑧　 定例ブロック会議を通して本方針を全グループ企業に周知します。
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本報告書の概要

■編集方針
本報告書は NGP の社会的・環境的活動報告と取組み成
果をステークホルダー（お客様・取引先・地域社会・
従業員など）の皆様にご案内して、コミュニケーショ
ンを図り、取組みのさらなる向上をめざすことを目的
に発行しています。本報告書では主要課題（事業を通
じた価値の提供・資源リサイクル・地球温暖化防止対
策）を優先的にご報告しています。

■本報告書の対象範囲
○対象期間
2013 年度（2013 年 9 月～ 2014 年 8 月）の取組みを中心
に報告しています。
○対象範囲
NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合および
組合員企業

　平素より弊組合への格別のご理解とご支援を賜

り、厚く御礼を申し上げます。

　我が国では 2011 年３月の「東日本大震災」以

降も爆弾低気圧による集中豪雨や竜巻、大型台風

の上陸、大規模な土砂流、活火山の噴火などの自

然災害が続発し、多くの方々が被災され、尊い人

命が亡くなっていることに接し、あらためて地球

温暖化防止の環境保全活動の重要性について再認

識しております。

　今後も必要とされる被災救援活動には、東日本

大震災での被災車両救援活動の経験を生かして、

積極的に関与する社会貢献姿勢を貫いてまいりた

いと思っております。

　早いもので自動車リサイクル法も施行後 10 年

目を迎えており、年間約 340 万台を適正処理する

自動車リサイクル制度は順調に機能が定着してい

ることと思われます。

　然しながら輸出自動車の増加、保有台数減少に

伴う使用済み自動車の減少への対策や次世代自動

車の処理技術、希少金属回収の技術向上などの諸

課題への対応には行政サイドの積極的な側面支援

も大きく期待をするところであります。

　さらには損害保険会社の自動車保険事故割増

料率制度の改定により、事故車修理におけるユー

ザー意識が多種多様に変化する状況で、リサイク

ル部品利用への期待ニーズが高まっていると感じ

ております。

　折しも経済産業省主催の「自動車補修用リサイ

クル部品の規格化策定に関する研究会」の中間報

告も公表され、ユーザーの信頼確保に資する情報

提供の在り方の議論を進める中で、リサイクル部

品利用促進と市場拡大に向けて業界全体が話し合

いを進めて行くことが大切な課題であると考えて

います。

　我々を取り巻く事業環境が変化する時代になり

つつある中で、カーユーザー様、自動車整備事業

者様、損害保険会社様などのお客様に対して、よ

り一層の安心と満足をお届けできるよう、ＮＧＰ

事業協同組合が業界リーダー的な役割を発揮する

べくＮＧＰ三大信条「お客様第一」「より良い商品を

より正確により早く」「補修部品業界のリーダーたる

こと」の引き継がれるＮＧＰプライドをもって一

致団結して取り組むことをお誓い申し上げます。

　また次世代自動車のリサイクル事業の新しい価

値観を創造し、組合員一人ひとりが事業活動にお

いて責任と義務を全うし、全てのステークホルダー

との信頼関係を大切にしながら、環境保全に資す

る活動に努めてまいりたいと思っております。

　「地球の環境を守り、子供たちへの明るい未来

を届ける」というテーマは、ＮＧＰベルマーク運

動および交通遺児育英支援募金「あしながおじさ

ん運動」に継続して取り組み、子育て支援に貢献

できるよう引き続きの努力をしてまいります。

　今後とも皆様からの一層のご支援を賜りますよ

う、宜しくお願い申し上げます。

NGP日本自動車リサイクル事業協同組合

理事長　長谷川利彦



NGPコーポレート・ガバナンス体制

議長（理事長）

管理責任者（専務理事）

メンバー（担当役員）

システム関連グループ

・組合事務局

・ＮＧＰシステム部課長
・商品管理担当理事
・商品管理委員長
・システム担当理事
・システム委員長

 ※組合事務局は、営業・顧客関連グループと兼務

①組合員の人材育成研修の企画・運営
、上向力給供、上向質品 ② クレーム防止を

重点課題に品質強化を実施
③NGPパーツシステムの継続的改善を実施

内部監査担当

中立・客観的立場から、品質
管理責任者の指揮のもと品質
管理マネジメントシステムに
関する内部監査を実施

施設管理担当

組合事務局及びＮＧＰが入居するフ
ロアの施設管理を実施し、品質管理
責任者の指揮のもと作業環境を整備

①正組合員の拡大その他の組織基盤施策を
　実施
②広報活動の実施
③業界内活動の窓口として活動を実施
④支部活動の活性化および情報共有化の
　ための活動を実施

営業・顧客関連グループ
・支部担当理事
・組合事務局
※組合事務局は、システム関連グループと兼務
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  コーポレートガバナンス

社会価値の高いグループをめざして

　NGP は事業の継続的な発展と企業価値の向上に向けたガ

バナンスの確立に取り組み、さまざまなステークホルダー

に向け、社会課題に対応するため、内部統制の仕組みを整

備して、健全性・効率性・透明性の高い経営を実践してい

きます。基本理念・行動指針制定以来、理事長を議長とし

て各部署の把握、担当役員全員がメンバーになり、組合の

課題について、毎月１回以上の定例会を開催しています。

経営環境の変化に的確に対応し、グループ経営の強化によ

り企業価値を向上させることがコーポレートガバナンスの

基本であると考えています。

　NGP の事業活動は多くのステークホルダーの皆様（利害

関係を有する方々）との協力で進められています。私たち

の理念を果たすためには、それぞれのステークホルダーの

皆様へ責任を明らかにするとともに、日頃よりさまざまな

方法で皆様のご意見・ご要望をお聞きして、経営目標に反

映させています。

内部統制体制

　職務の執行にあたり、関連法令ならびに組合定款基本理

念、行動指針、品質マネジメント、コンプライアンス規制

および組合規定、通達等を遵守するものとし、これを確保

するための体制を整備しています。

  コンプライアンス

コンプライアンスの取り組み
　社会から信頼・共感されるための基盤はコンプライア

ンスが事業活動の原則です。コンプライアンス意識向上

に努めるとともに、ステークホルダーの期待に応えるた

めにリスク管理の体制強化を進めています。NGP 基本理

念に基づき、法令遵守はもとより社会規範・企業倫理に

則って誠実に行動するものとしています。そのため組合

員企業の組織風土を継続的に変革するとともに、不正防

止、責任体制の確立に取り組んでいます。

　遵守しなければならない具体的基準として、次の 22 項

目を揚げています。さらにコンプライアンス規制では、そ

の他すべての関連法令も遵守対象としています。

お客様

主な責任

主な責任

主な責任
主な責任

主な責任

主な責任

組合員

取引先

お客様

組合員

取引先

行政・関係機関

地域・社会

従業員

行政・
関係機関

地域・社会

従業員

主なステークホルダーとのかかわり

商品・サービスへの信頼

●お客様満足の向上
●安心・安全な製品とサービスの提供
●お客様への適切な対応とサポート
●製品情報の適切な提供
●個人情報の適正管理

人材育成・職場環境整備

●人権の尊重　
●人材育成と活用
●公正な評価・処遇
●職場での安全衛生と健康管理
●個人情報の保護

地域連携・社会貢献

●環境への配慮
●地域社会への貢献活動
●事業所での事故・災害防止

適正な情報開示と
コミュニケーション

●法令の遵守
●社会問題の改善・解決への協力

商品・サービスの提供

●企業価値の維持・増大
●適時・適切な情報開示
●社会的責任への対応

公平・公正な取引関係

●公正な取引
●調達取引の公平な選定
●オープンな取引機会

NGP
社会的価値の高い
企業集団をめざす

■コンプライアンスの具体的基準（22項目）

リスクマネジメントの取り組み

　事業活動を遂行するうえで経営に重大な影響を与える危

機を予防し、事業構造・環境変化などのリスク管理体制を

構築し、危機の予防と発生時の被害軽減などを重点に置い

て取り組みをしています。

　重大な事故・事件、問題の発生により NGP が大きな損

失を被るか、または NGP の事業活動が原因で、社会に影

響を及ぼしかねないと予測される事態に対しては理事長を

本部とする緊急対策本部を設置し、関連機関と連携して対

応します。

■主なリスク項目

災害の未然防止と緊急時対応

　NGP は事業活動において大量の危険物を取り扱っていま

す。火災・爆発事故・労働災害といった災害の未然防止を

最大の課題と位置付け、設備保全や運転管理、社員の教育

研修など、あらゆる機会を通じて徹底を図ることとしてい

ます。台風・地震などの自然災害やテロ対策を含めた万一

の緊急事態発生にも備え、適切な対応を図る体制を強化し

ています。事故・災害の発生時の対応は連絡通報および防

災活動の指揮方法を定めており、これに基づき適切な防災

措置をただちに行うとともに、体制が機能することを定期

的に確認しています。

1. 安全管理

2. 環境保護

3. 消費者保護

4. 独占禁止法の遵守

5. インサイダー取引の
　 禁止等

6. 不正競争防止法の遵守

7. 政治家、官公庁、公務
　 員との公正な関係

8. 情報開示、責任説明

9. 反社会的勢力への対応

10. 適正な会計処理

11. 労働時間等の公正申告

12. 不適切な贈答品の禁止

13. 不当差別の禁止

14. セクシャル・ハラスメ
　　ントの防止

15. 個人情報の保護

16. 児童労働、強制労働の 
　　防止

17. 利害相反行為の禁止

18. 会社資産の使用禁止

19. 会社情報等のセキュリ
　　ティ確保

20. 適正な輸出管理

21. 投機目的取引の禁止

22. 危機管理の徹底

1．すべての事業活動は、生命・安全・コンプライアンス
　　を最優先します
2．社会・環境活動
　　（1）環境マネジメントの推進 （2）品質マネジメントの推進
3．ステークホルダーへの説明責任

活動の基本

   マネジメント

災害・事変

外的要因

法令違反

内部要因

環境汚染、労働災害、契約義務違反、生産障害、
リコール、苦情トラブルの拡大、人事労働問題、
人権問題、機密漏洩、不良債権、情報システム
障害、交通事故など

独禁法違反、脱税、従業員・役員の犯罪、不祥事、
特許侵害など

偶発事故、輸送機能トラブル、株の買占め、株主代
表訴訟、サイバーテロなど

自然災害、急激な為替・金利の暴騰、遭遇事変など
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災害発生時の対応

　万一事業所内で災害が発生した場合は災害発生事業所

などにおいて①災害調査報告書、②対策および再発防止

策実施計画書、③災害原因分析書を作成することとして

います。作成後、理事会において検討され、組織全体で

共有することにより、再発や類似災害の防止を図ること

としています。

■連絡通報および防災活動の指揮方法

情報セキュリティ対策・個人情報対策

　他者からお預かりした情報も含め、すべての情報の安

全確保と適正な活用を行うために、社内外の脅威と脆弱

性から情報を守るルールを定めて、情報セキュリティお

よび個人情報保護活動に取り組んでいます。特に個人情

報保護は社内規定の徹底を図り、情報の内容・形態に応

じた適切な管理を実施しています。また個人情報制度の

責任を明確にするため、NGP 組合支援を中心とした活

動を行う関連会社 “株式会社 NGP”は、

2012年12 月にプライバシーマークを取

得し、NGP 組合のサポートをしています。緊急事態発生
初期対応

第一報の連絡および
現地対策本部の設置

緊急対策本部の
設置と対応

アフターケア 事態の収束

危機事態の場合

個 人 情 報 保 護 方 針

NGP 日本自動車リサイクル事業協同組合（以下「本組合」
という。）は、本組合の事業活動を通じて得た個人情報
の保護に努めることを社会的責務と認識し、以下の方針
に基づき個人情報の保護に努めます。

１．個人情報の取得について
本組合は、適法かつ公正な手段によって、個人情報（氏名、
性別、生年月日、住所、電話番号、FAX、メールアドレス、
所属組合、役職、その他の記述により当該本人を識別でき
るもの）を取得いたします。

２．個人情報の利用について
本組合は、本組合の事業活動やサービス提供の過程で収集
した個人情報を本組合事業活動及びサービス提供とこれに付
随する業務を行う目的の範囲内で利用させていただきます。
上記以外の目的で利用する必要がある場合には、あらかじめ
ご本人の承諾を得ることを前提といたします。
また、収集した個人情報の取扱いを外部に委託する場合に
は、委託先について厳正な調査を行ったうえ、個人情報の
漏洩等の事故が発生しないよう適正な監督を行います。

３．個人情報の第三者提供について
本組合は、下記の場合を除き、個人情報を、事前に本人の同
意を得ることなく、第三者に提供いたしません。
 （１）法令に定める場合
 （２）国の機関若しくは地方公共団体又はその委託を

受け法令の定める事務を遂行することに対して協力
する必要がある場合であって、本人の同意を得るこ
とにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあ
るとき。

４．個人情報の管理について
 （１）本組合は、個人情報の正確性を保ち、これを安全に

管理いたします。
 （２）本組合は、個人情報の紛失、破壊、改ざん及び

漏洩等を防止するため、不正アクセス、コンピュー
タウィルス等に対する適正な情報セキュリティ対策
を講じます。

 （３）本組合は、個人情報を持ち出し、外部へ送信す
る等によりこれを漏洩させません。

５．個人情報の開示・訂正・利用停止・消去等について
本組合は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・
利用停止・消去等を求める権利を有していることを認識し、
これらの要求がある場合には、誠実に対応いたします。

６．組織・体制
 （１）本組合は、個人情報保護管理責任者を置くとと

もに、個人情報を取り扱う部門ごとに部門責任者を
置き個人情報の適正な管理を実施いたします。

 （２）本組合は、役職員に対し個人情報の保護及び適
正な管理方法についての研修を実施し、日常業務及
び退職後における個人情報の適正な取扱いを徹底い
たします。

７．個人情報保護コンプライアンス・プログラムの策定・
　　実施・維持・改善
本組合は、この方針を実行するため、個人情報保護コンプ
ライアンス・プログラム（本方針・個人情報保護規程その
他の規程を含む）を策定し、これを本組合役職員その他関
係者に周知徹底させて実施し、維持し、継続的に改善いた
します。

2013 年 9 月
第 22 回初級営業マン研修会
　9 月 20 ～ 22 日（3 日間）
　東京都江東区・BumB 東京スポー
　ツ文化館
　営業マンとしての心構えと基本マナーの研修会

第 5 回初級生産管理者・初級フロントマン研修会
　9 月 20 ～ 22 日（3 日間）
　東京都江東区・BumB 東京スポーツ文化館
　商品規格、品質規格等の基礎知識を学ぶ研修

第 24 回中級研修会
　10 月 7 ～ 11 日（5 日間）
　静岡県裾野市・あいおい保険自動車研究所東富士センター
　技術研修・リーダーシップとマネジメント研修

第 9 回 NGP 協同組合通常総会
　10 月 28 日　名古屋市中区・名
　古屋観光ホテル
　前年度事業報告・本年度事業計
　画・役員改選

第 24 回基礎研修会
　11 月 11 ～ 14 日（4 日間）
　東京都江東区・BumB 東京ス
　ポーツ文化館
　全国の新入社員を対象とした
　研修

第 1 回管理者研修会
　12 月 5 日～ 7 日（3 日間）
　東京都江東区・BumB 東京スポーツ文化館
　管理者の心構え・法令順守とリスク管理などリーダー研修

日本最大の環境展「エコプロダクツ 2013」出展
　12 月 12 ～ 14 日（3 日間）
　東京都有明・東京ビッグサイト（来場者約 17 万人）
　自動車リサイクル「廃車王」リサイクル部品の利用促
　進「NGP エコひろば」の PR

第 3 回自動車リサイクル部品ロジスティック研究会
　 1 月 28 日　東京都中央区・SPN 本社
　物流効率化と安全の標準化・大規模災害発生時の
　相互協力体制

第 6 回初級生産管理者・初級
　フロントマン研修会
　2 月 21 ～ 23 日（3 日間）
　東京都江東区・BumB 東京ス
　ポーツ文化館

商品規格、品質規格等の基礎知識を学ぶ研修

第 25 回中級研修会
　3 月 10 ～ 14 日（5 日間）
　静岡県裾野市・あいおい保険自動車研究所東富士センター
　技術研修・リーダーシップとマネジメント研修

第 4 回自動車リサイクル部品ロジスティック研究会
　3 月 20 日　東京都中央区・SPN 本社
　物流効率化と安全の標準化・関係各社の梱包作業を検証

リビルトメーカー交歓会
　4 月 18 日
　東京都港区長田ビル内・フクラシア会議室
　リビルト部品市場拡大のための情報・意見交換

第 17 回ハイブリッドカーセミナー
　5 月 13 ～ 14 日（2 日間）
　静岡県裾野市・あいおい保険自動車研究所東富士センター
　労働安全基準法に基づく低圧電気取扱特別講習　

第 8 回生産 STEP  UP 研修会
　5 月 14 ～ 16 日（3 日間）
　静岡県裾野市・あいおい保険自動
　車研究所東富士センター
　車体構造の基礎知識と最先端技術
　講習

第 5 回自動車リサイクル部品ロジスティック研究会
　6 月 6 日　東京都中央区・JARA 本社
　物流効率化と安全の標準化・関係各社の梱包作業を検証

第 25 回基礎研修会
　6 月 25 ～ 28 日（4 日間）東京都
　江東区・BumB 東京スポーツ文化館
　全国の新入社員を対象とした研修

第 8 回フロントマン STEP  UP 研修会
　7 月 17 ～ 18 日（2 日間）
　静岡県裾野市・あいおい保険自動車研究所東富士センター
　フロントの役割と接客対応・目標管理と業務技術講習

第 27 回経営者研修会
　8 月 21 ～ 24 日（4 日間）
　東京都江東区・BumB 東京スポーツ文化館
　経営者として理解するべき企業会計や企業コンプライア
　ンス、リサイクル部品の課題といった自動車整備業界の動
　きについて学習

12 月

10 月

11 月

2014 年 1 月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

 2013 年度組合活動概要

8 月

※プライバシーマーク制度とは日本工業規格（JIS Q 15001 個人
情報保護マネジメントシステム - 要求事項）に適合し、個人
情報について適切な保護措置を講ずる体制を整備している事
業者等を、その旨を示すプライバシーマークを付与し、事業
活動に関してプライバシーマークの使用を認める制度

■マネジメント
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特　集

　「NGP エコひろば」（http://www.eco-hiroba.

net/）はリサイクル部品を使った自動車修理を希

望するユーザーに全国約 4,000 店の登録工場か

ら、お近くの修理工場をご紹介するweb サイト

です。リサイクル部品を使った修理をしてくれる

修理工場はどこにあるのか？リサイクル部品の存

在を知ればユーザーはこうした疑問がわいてくる

はずで、さまざまなご相談に回答できるのがこの

サイトです。

　ご承知の通りこの 10 月から損害保険各社が保

険料率を改定して、契約者が事故を起こすと翌年

からの保険料が大きく値上がりすることになりま

した。物損事故などの場合、保険で修理するより

も保険料の値上がりを考えると、自費で修理した

方が得になるというケースもあります。リサイク

ル部品を使った修理を希望されるユーザーが増え

そうです。

　NGPは「NGPリサイクル部品」を積極的にご

活用いただいている自動車修理工場に向けた施策

として、新コンセプト「使う選択、使わない選択」

でNGPエコひろばサイトをリニューアルし、PR

ツールとしてポスター・チラシ・店内展示用

POP・ノボリを作成しました。

　自動車保険の等級制度改定により増大している

安価かつ高品質な自費修理ニーズに対し、NGP

リサイクル部品が有効な解決策になることを示唆

する内容になっています。“環境に貢献する”“安

心な品質”“経済的な価格”をテーマとする 3つの

メリットや、日本損害保険協会による満足度アン

ケート調査結果、NGP エコひろばに寄せられた

ユーザーの声などをくわしく掲載して、整備・修

理工場の皆様がお客様にNGPリサイクル部品を

ご提案するツールとしてご活用いただけるものと

しました。

お客様とのコミュニケーション

「安心」と「満足」
の提案に向けて

NGPは日常業務や電話・メールなどの情報を通じて寄せられた商品、サービスに
関するご相談・ご意見・ご要望に迅速で丁寧な対応を心がけています。「お客様の声」
はNGPへの期待であり、貴重なご指摘として認識し、真摯なコミュニケーションを
図り、現場にフィードバックして、品質改善、販売対応でお客様の満足度を高める
ために役立たせています。NGPは商品やサービスの信頼に向けた継続的な取組み
を続けていきたいと考えています。“お客様との取組み”をあらためてご案内します。

お客様満足への活動基本
1. お客様からのご要望・ご相談は誠実・迅速・的確に対応します
2. お客様の声からお客様にご満足いただける商品・サービスの開発、改善に努力します
3. お客様の個人情報を保護します

「NGPエコひろば」コンセプト
■リサイクル部品は環境保全に貢献できること
　をご案内します
■リサイクル部品は安全で安心して使用できる
　ことをご案内します
■リサイクル部品を使用すると修理代金が割安
　になることをご案内します
■リサイクル部品を積極的に活用する優良修理
　工場をご紹介します

リサイクル部品の活用推進
NGPエコひろばwebサイト

登録工場の掲載イメージ

刷新された「エコひろば」
ノボリ、ポスター、チラシ、
店内展示用 POP

1.

「NGPエコひろば」新PRツール

ユーザーのさまざまなニーズにお応えするwebサイトです
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　NGPエコひろばサイトではユーザーが直接、工

場を選択してメールまたは電話で相談・問い合わ

せを行う方法を採用していますが、自動車保険の

等級制度改定後の変化について、損害保険会社、

生命保険会社、職域団体、修理工場などへ情報収

集した結果、新サービスの提供への体制を整える

ことにしました。

　今回ご提供する「NGP 自動車リサイクル総合

サービスサイト」は、①修理見積りサービス②廃

車買取りサービス③リサイクル部品検索サービス

の3種類です。お問い合わせ方法は従来からのメー

ルに加え、新設した「サポートデスク」のフリー

ダイヤル専任担当者が応対ができるようにしまし

た。これにより迅速できめ細かいサービスを提供

できることになります。

　サービス内容の特色として①修理見積りサービス

ではユーザーからの車両情報・損傷部位画像写真に

より、専任担当者がNGPリサイクル部品を使用す

る見積書を作成します。さらにこの見積書からユー

ザーが修理工場の紹介を希望する場合にエコひろ

ば登録工場と事前に了解を取って修理工場をご紹

介します。②廃車買取りサービスでは、「買取り価格

を知りたい」というユーザーには「NGPエントリー

オークションシステム」を活用する買取り価格をご

提供します。「早急に車両を処分したい」ユーザー

に向けては、「廃車王」(http://www.haishaou.

com/) が担当します。③リサイクル部品検索サー

ビスは、ユーザーの問い合わせに迅速に在庫検索し、

受注業務も同時に実施できます。

　またこのサイトでは「お役立ち情報」としてリサイ

クル部品を使用した修理事例の動画やリサイクル部

品のCO2削減効果の動画などもご提供しています。

　ＮＧＰはリサイクル部品の環境性能をさらに高

めるために輸送に関わる CO2 の排出を削減する

「リターナブル梱包材」の開発を進めてきました。 

　2009 年 4月に第１弾としてドア用・フェンダー

用の運用、2011 年には第２弾としてバンパー用、

2013 年には第３弾としてエンジン用のリターナ

ブル梱包材の運用を開始し、このほど通算の使用

回数が 10万回を突破しました。

　梱包資材のリターナブル化は不特定かつ不定時

な物流が多いリサイクル部品業界での課題も多く、

定着を危惧する声もありましたが、第２弾・第３

弾の投入を重ねるにつれ、徐々にご理解を頂き利

用回数が増えて、本年9月に10万回に至りました。

この結果で削減された各コストの実績は次の通り

にとなっています。

　①廃棄段ボールの削減量　441,000kg
　②環境負荷低減（CO2 削減）　535t-CO2

　③作業時間の短縮　9,672 時間
　④資材費、運賃コストの削減　1,548 万 4千円
　本年から同業他グループとの物流情報交換会（ロ

ジスティクス研究会）において、事例報告など共

同取組みの可能性を模索しつつ、将来の業界標準

化へと拡げていきたいと考えています。

　引き続き修理工場の皆様には商品到着後の折りた

たみ作業や一時保管などお手を煩わせることになり

ますが、この取組みにご理解をお願いしています。

　 NGP は富山県立大学・明治大学と共同しての

産学研究会を昨年よりスタートさせ、自動車リサ

イクル部品の環境負荷削減効果についての研究を

進めています。NGPは組合員工場での解体作業や

リサイクル部品の生産工程の実験・観測など全面的

に協力し、この研究成果に大きな期待をしています。

　本年はこのメンバーである岩崎誠和氏（明治大

学理工学部機械情報工学科設計システム研究室）

が 8月 31 日～ 9月 3日にチェコ共和国ビルセン

で開催された「ICDES・2014 第 3 回設計工学に

関する国際会議」で、「自動車リサイクルパーツの

環境負荷削減効果」をテーマに講演。また同研究

室でメンバーの高橋颯太氏は 9月 17 日～ 19 日

に徳島大学で開催された「日本機械学会第 24 回

設計工学・システム部門講演会で「自動車解体工

場調査に基づくリユース部品使用時の環境負荷削

減効果」をテーマに口頭・ポスター発表をし、日

本機械学会設計工学システム部門D＆ Sコンテス

ト優秀表彰を受賞しました。

　NGPは産学共同研究会の自動車リサイクルの社

会的環境課題の成

果をめざし、継続

的にこれを推進し

ていきます。

自動車リサイクルをトータルでサポート
NGP自動車リサイクル総合サービスサイト2. 物流の環境貢献

リターナブル梱包材3.

リサイクル部品使用時の環境負荷削減効果
産学共同研究を推進4.

総合サービスサイトのトップページ画面

第３回設計工学に関する国際会議

８名の専任オペレーターと見積作成担当者か
らなる「NGP サポートデスク」がユーザーと
工場を手厚くサポート

①修理見積サービス、②廃車買
取サービス、③リサイクル部品
検索サービスの提供スキーム

ドア用

バンパー用

エンジン用

2013年度リターナブル使用回数表
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年間使用回数：34056回



本年度 (2013年度 )の使用済自動車適正処理実績

使用済自動車処理台数（台）
上期

支 部

北海道

東　北

北関東

南関東

北　陸

東　海

関　西

中四国
九　州

合　計

下期 合計 前年 前年比％
99.1 

96.0 

102.2 

113.5 

109.9 

104.4 

101.3 

101.3 

102.0 

102.2 

48,369 

124,609 

115,889 

54,079 

44,085 

74,640 

57,903 

105,627 

59,159 

684,360 

47,916 

119,582 

118,437 

61,401 

48,457 

77,941 

58,651 

106,955 

60,321 

699,661 

25,375 

62,373 

62,890 

33,115 

25,654 

41,706 

31,084 

57,006 

31,320 

370,523 

22,541 

57,209 

55,547 

28,286 

22,803 

36,235 

27,567 

49,949 

29,001 

329,138 

LLC 回収処理（ℓ）
上期

支 部

北海道

東　北

北関東

南関東

北　陸

東　海

関　西

中四国
九　州

合　計

下期 合計 前年 前年比％
99.8 

94.1 

99.5 

112.5 

115.8 

99.2 

118.8 

104.7 

93.3 

102.0 

146,084 

322,047 

392,512 

166,112 

85,120 

157,628 

106,200 

203,898 

105,409 

1,685,010 

145,765 

303,156 

390,577 

186,899 

98,570 

156,316 

126,180 

213,491 

98,386 

1,719,340 

76,271 

164,795 

212,293 

96,909 

53,580 

83,108 

68,580 

115,056 

52,613 

923,205 

69,494 

138,361 

178,284 

89,990 

44,990 

73,208 

57,600 

98,435 

45,773 

796,135 

廃バッテリー処理（㎏）
上期

支 部

北海道

東　北

北関東

南関東

北　陸

東　海

関　西

中四国
九　州

合　計

下期 合計 前年 前年比％
98.2 

94.2 

97.1 

103.5 

104.0 

99.5 

105.6 

103.3 

101.0 

99.9 

474,983 

1,090,111 

1,157,912 

478,209 

457,391 

847,807 

522,650 

1,068,797 

456,443 

6,554,303 

466,481 

1,027,251 

1,124,539 

494,844 

475,472 

843,287 

551,801 

1,104,074 

460,900 

6,548,649 

274,882 

523,913 

572,947 

276,643 

254,888 

413,016 

288,607 

589,739 

239,658 

3,434,293 

191,599 

503,338 

551,592 

218,201 

220,584 

430,271 

263,194 

514,335 

221,242 

3,114,356 

廃オイル回収処理（ℓ）
上期 下期 合計 前年 前年比％

44.5 

96.1 

97.9 

91.8 

107.3 

97.6 

109.4 

96.2 

91.5 

90.0 

555,704 

696,073 

607,460 

235,225 

243,450 

342,953 

206,645 

729,926 

322,012 

3,939,448 

247,456 

669,100 

594,836 

215,992 

261,330 

334,837 

226,010 

701,932 

294,522 

3,546,015 

126,467 

342,900 

299,777 

112,610 

136,510 

172,951 

128,600 

366,944 

148,633 

1,835,392 

120,989 

326,200 

295,059 

103,382 

124,820 

161,886 

97,410 

334,988 

145,889 

1,710,623 

廃タイヤ処理（本）
上期 下期 合計 前年 前年比％

97.4 

95.6 

100.5 

108.0 

110.0 

97.2 

116.8 

102.2 

99.7 

101.9 

199,659 

343,413 

385,671 

186,013 

148,740 

155,150 

147,145 

396,830 

188,434 

2,151,055 

194,498 

328,309 

387,587 

200,868 

163,677 

150,814 

171,914 

405,484 

187,828 

2,190,979 

102,427 

157,261 

212,111 

109,049 

88,529 

75,790 

92,693 

211,374 

95,787 

1,145,021 

92,071 

171,048 

175,476 

91,819 

75,148 

75,024 

79,221 

194,110 

92,041 

1,045,958 

エアバック展開・回収処理（個）
上期 下期 合計 前年 前年比％

110.3 

97.4 

107.1 

126.3 

109.1 

107.8 

139.3 

113.4 

112.5 

111.4 

106,314 

262,218 

300,531 

134,552 

110,133 

174,316 

117,856 

233,040 

130,810 

1,569,770 

117,279 

255,509 

321,736 

169,933 

120,127 

187,923 

164,136 

264,379 

147,196 

1,748,218 

64,221 

137,181 

174,362 

98,614 

65,198 

100,296 

89,877 

149,170 

81,207 

960,126 

53,058 

118,328 

147,374 

71,319 

54,929 

87,627 

74,259 

115,209 

65,989 

788,092 

フロンガス回収処理（㎏）
上期 下期 合計 前年 前年比％

90.2 

97.7 

73.1 

108.8 

91.0 

100.8 

118.8 

99.5 

100.4 

94.6 

12,829 

21,341 

41,380 

14,863 

12,962 

18,116 

16,113 

26,904 

14,157 

178,665 

11,573 

20,852 

30,246 

16,168 

11,793 

18,254 

19,140 

26,767 

14,214 

169,007 

6,072 

11,747 

15,507 

8,954 

6,364 

10,127 

10,806 

14,443 

7,754 

91,774 

5,501 

9,105 

14,739 

7,214 

5,429 

8,127 

8,334 

12,324 

6,460 

77,233 
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ISO 基準による品質向上の取り組み
　NGP は発足以来リユース部品を安心して利用していただ

くためにグループ内で厳正な品質基準を設け、適正な製品

だけを共有在庫として取り扱い、市場に供給する努力をし

てきました。

　さらにリサイクル部品を「世界基準」で提供することを

めざす ISO9001 を 2007 年に認証取得。本部で運営する共

有在庫システムを軸に組合員の部品生産・登録までの全プ

ロセスを一括して ISO9001 でマネジメントし品質管理を本

部が負う方式です。NGP はリユース部品の生産・登録業務

を標準化して品質レベルの揃った製品を在庫し、販売面で

も統一的な品質保証レベルを示すことで、お客様に安心し

て購入いただける体制を確立しました。

　ISO9001 認証取得は部品生産登録の一連の流れが国際的

な品質規格で管理されていることを意味します。

品質マネジメントの体制

　NGP はお客様に満足していただける商品・サービスを提

供するため、品質マネジメントを確保する以下の体制を整

備しています。

それぞれの役割

（1）理事長の役割

品質マネジメントシステムの構築およびその実施、ならび

にその結果が計画通りに達成されるよう改善します。

（2）専務理事の役割

専務理事は品質管理責任者に位置づけられ、理事長を補佐

し、品質マネジメントに関する業務の一切を統括します。

（3）システム関連グループの役割

「商品化基準」および「NGP パーツシステム」の制作・運

用管理を中心に活動し、組合員からの意見を吸い上げ、改

善へとつなげていきます。

（4）営業・顧客関連グループの役割

各支部の活動と連携しながら「商品化基準」の製作・運用

管理に関する組合員からの意見や、ユーザーからの苦情を

収集・分析し、改善のための活動を実施します。

（5）商品管理責任者

「品質マネジメント」の徹底を図るために各組合員は企業

内に商品管理責任者を配置して、製品の生産・検査から保

管・登録までの管理と品質向上の業務を実施します。

■ ISO9001 で一括品質管理

自動車リサイクルを推進して循環型社会
構築を目指します

　全国で年間約 400 万台の使用済自動車が廃車になってい

ます。これを一台 1t の廃棄物で計算すると約 400 万 t に

なり全国の年間廃棄物量約 7,000 万 t の 6％を占め、廃車

はリサイクルされないと、大量な廃棄物として大きな社会

問題になります。以前に自動車の不法投棄・不適正処理が

社会問題化したこともあり、それを防止するフロン類・エ

アバック類の処理や、資源を回収目的で法制化されたのが

「自動車リサイクル法」（2005 年施行）です。この法律に

より自動車の所有者・引取事業者・メーカー・輸入業者の

各々が廃車の適正処理と管理に責任を

持つことになり、近年使用済自動車の

回収率は 90％を超え、私たち自動

車リサイクル事業者の役割はます

  品質管理マネジメント

■使用済自動車リサイクルフロー

※青色表示はISO9001管理

エンドユーザー

本
部
機
能

商品化基準に基づく部品取り

商品チェック／検査・検品

教
育
・
指
導

部
品
生
産
プ
ロ
セ
ス

販
売
プ
ロ
セ
スNGP組合員

販売 販売
NGP組合員

販売
NGP組合員

商品登録

満
足
度
向
上

満
足
度
向
上

NGP組合員 NGP組合員 NGP組合員

保
証

商品出荷

整備工場

NGP共有在庫システム

  自動車リサイクルの適正処理

ます重要になりました。適正処理とは最初に燃

料（ガソリンなど）、エンジンオイルなどの油類、

ラジエターの冷却水（LLC）、カーエアコンの冷

媒ガスを抜き取り、エアバックの展開処理後、解

体され再生可能部品を取り外し、残った車両本

体部分はプレスで塊にしてシュレッダーにかけ、

再資源化を図ります。自動車は鉄・アルミなどの

有用な金属が車両の約 70％を占め、車両総重量

の約 80％は資源として再利用されています。

冷媒ガスの抜き取り

車体本体をプレス

   安全と信頼に向けて

NGP では使用済み自動車の適正処理を実施する全国ネットワークとして、電子マ
ニフェスト（移動報告）による車両管理を徹底しています。

再生可能部品を取り外し、
残った車両本体

本年度(2013 年度 )の使用済自動車適正処理実績

2010年度
（10.9～11.8）

598,529台
2011年度
（11.9～12.8）

655,851台

2012年度
（12.9～13.8）

684,360台

2013年度
（13.9～14.8）

699,661台

15万㎏万㎏

万個
133万個

216万本

6,074t

155万ℓ

324万ℓ

15万㎏
18万㎏

126万個 157万個

207万本 215万本

5,876t 6,554 t

161万ℓ 169万ℓ

340万ℓ 394万ℓ
17万㎏

175万個

219万本
6,549t

172万ℓ

355万ℓ

使用済自動車
処理台数

エアバック

L L C

廃 タ イ ヤ

フロンガス

廃バッテリー

廃 オ イ ル

過去 3年間の実績 本年度の実績



生産技術の情報共有化
　良質なリサイクル部品を安価にお届けするために、たゆ

みない努力と探究心で生産を展開しています。自動車業界

はハイブリッドカーの普及、電気自動車の進化など大きな

変化の渦中にあります。自動車の進歩から自動車部品も複

数の素材が複雑な構造の中に使用され、部品の取扱い、異

物の除去、資源の区分けなどリサイクル率を左右する専門

性の高い技術が必要になっています。そのためリサイクル

技術向上に役に立つ「共有情報の電子化」を標準化して、

リサイクル部品の生産・販売に必要な技術情報を組合員

ネットワーク「NGP システム」に蓄積し、個別車種・個別

部品の取扱いにも対応する情報を全組合員に開示していま

す。これにより商品クレームも一元管理され、製品の安全

性・信頼性を大きく高めています。またこのシステムは組

合員企業の熟練技術者の知識やノウハウを吸収し、データ

ベースに蓄積して NGP 全体のリサイクル技術のレベルアッ

プも図っています。

情報共有化による品質向上
 　NGP リサイクル部品は「ISO の国際的な品質規格」と

「NGP 商品化登録基準」に沿って商品化しています。商

品化した部品はそれぞれ個別の詳細な商品情報とともに

「NGP システム」に登録されます。この商品情報を共有

情報として全組合員が管理することで、ユーザーの信頼

と安全性を確保しています。

たゆみない技術革新
　NGP は安全で効率的なリサイクル部品の生産と販売に

向け、メーカー・業界の協力を得て、生産技術・技法の

研究と取得・開発、研修会・セ

ミナーなどを推進して自動車の

進化や新たな技術に対応する技

術革新を積

極的に図っ

ています。
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  自動車リサイクル部品の生産・販売

「カイゼン塾」は NGP 組合員支援事業
の一環で組合員の生産現場を経営コン
サルティングが直接検証、指導してリ
ユース部品の生産力向上を図ることが
目的で昨年 10 月から実施しています。
地域ごとに 3 社の組合員単位で、研修
会場を持ち回り方式で半年間 2 か月に
1 回（計 3 回）の現場講義を進めます。
第 1 回は「事前研修と仕事環境の整備」

工場内の不要・必要の分別と合理的な
スペースを確保する等の指導と実践。
第 2 回は「工場作業の最適化」良い製
品を正確により早く、安全で効率的な
作業を目的に姿勢と手順、作業台の活
用法、工具・部品の配置、キャディの
製作などの指導と実践。第 3 回は「マ
ネージメント力の向上」各工程の分析、
生産性向上の阻害要因の把握と改善指

導と実践。第 3 回以降は各社の継続的
な取り組みになるため、その意識を継
続するため開催翌月は参加各社の生産
スタッフを中心とした「自主カイゼン
塾」を定期的に開催して課題の報告・
進め方を
相互検証
します。

NGP 組合強化策カイゼン塾
-一社一社の生産力を改善していきます-

完成したキャディを囲む、NGP北関東支部
第3陣カイゼン塾の参加者たち

ボディ部品エンジン廻り部品

電装系部品

駆動系部品

■NGPリユース部品の保証基準(抜粋) 保証期間 保証内容 保証は「NGPリユース部品保証基準」に則ります

NGPは提携リビルトメーカーが提供している部品
の一部に部品メーカーの定める保証期間に上乗せ
した「プラス延長保証」を実施しています。

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

保証期間

保証内容

エンジン

ド　ア

バンパー

ターボチャージャー オルタネーター フロントフェンダー

フロントガラス

現品確認期間１週間
まで

代品交換または返品
の受付

スロットルボディー

スターター / セルモーター

キャブレター

噴射ポンプ
トランスミッション

パワステポンプ

クーラーコンプレッサー

現品確認期間１週間
まで

代品交換または返品
の受付

現品確認期間１週間
まで

代品交換または返品
の受付

現品確認期間１週間
まで

代品交換または返品
の受付

3ヶ月または3,000km
走行まで

代品交換と工賃負担

3ヶ月または3,000km
走行まで

代品交換と工賃負担

3ヶ月または3,000km
走行まで

代品交換と工賃負担

3ヶ月または3,000km
走行まで

代品交換と工賃負担

3ヶ月または3,000km
走行まで

代品交換と工賃負担

3ヶ月または3,000km
走行まで

代品交換と工賃負担

3ヶ月または3,000km
走行まで

代品交換と工賃負担

6ヶ月または5,000km
走行まで
※NGP部品は10,000
　km走行まで

代品交換と工賃負担

6ヶ月または5,000km
走行まで
※NGP部品は10,000
　km走行まで

代品交換と工賃負担

1ヶ月または1,000km
走行まで
※NGP部品は3ヶ月ま
　たは3,000kmまで

代品交換と工賃負担

延長保証シール

NGPリビルト部品延長保証制度

※ 自動車リサイクル部品は大きく分けて、取り外してそのままの部品を利用する「リユース部品（中古部品）」と、オーバーホールして再商
　 品化した「リビルド部品（再生部品）」の二種類となります。NGPでは主にリユース部品を生産・販売しています。

リユース部品の保証基準
　リユース部品の保証基準はエンジン・ミッションの主

要機能部品、準主要機能部品、その他部品、外装・内装

部品の 4 つのカテゴリーに分け、代品交換や返品に応じ

る期間・走行距離を定めるとともに、主要機能部品、準

主要機能部品について、整備事業者に組み替え工賃の保

証を明示、品質基準はそれぞれの部品ごとにチェックす

るポイントの共通化を図っています。

NGP のすべてのリユース部品に品質を保証するギャ
ランティシールを貼布し、厳格な「NGP 検査基準」を
合格した製品の信頼を証明しています。
※このシールにベルマークをつけて子供たちの教育
を支援しています

「信頼の証」ギャランティシール

本年度のリサイクル部品生産・販売実績

リサイクル部品　販売点数（点）
上期 下期 合計 前年 前年比％

99.3 

96.4 

92.6 

101.2 

96.9 

95.8 

98.5 

100.1 

96.6 

97.2 

401,822 

183,012 

476,015 

330,115 

148,866 

352,036 

141,959 

242,530 

216,439 

2,492,794 

398,865 

176,408 

440,823 

333,922 

144,177 

337,333 

139,870 

242,699 

209,083 

2,423,180 

198,746 

87,534 

223,270 

170,657 

71,703 

172,497 

70,732 

121,867 

104,395 

1,221,401 

200,119 

88,874 

217,553 

163,265 

72,474 

164,836 

69,138 

120,832 

104,688 

1,201,779 

リサイクル部品　生産金額（千円）
上期 下期 合計 前年 前年比％

106.7 

106.7 

103.6 

104.7 

109.2 

97.2 

95.2 

101.2 

101.1 

102.8 

1,972,080 

1,387,661 

1,895,357 

1,122,974 

1,383,544 

2,283,052 

1,046,494 

2,010,306 

1,121,848 

14,223,316 

2,103,350 

1,480,222 

1,963,815 

1,176,012 

1,511,090 

2,218,366 

996,103 

2,034,102 

1,134,134 

14,617,194 

1,107,894 

754,717 

1,016,662 

609,473 

773,946 

1,143,989 

504,172 

1,048,891

602,766 

7,562,510 

995,456 

725,505 

947,153 

566,539 

737,144 

1,074,377 

491,931 

985,211 

531,368 

7,054,684 

リサイクル部品　生産点数（点）
上期

支 部

北海道

東　北

北関東

南関東

北　陸

東　海

関　西

中四国
九　州

合　計

下期 合計 前年 前年比％
99.5 

105.4 

97.2 

98.4 

101.2 

100.3 

95.6 

100.0 

95.8 

99.5 

307,540 

214,340 

241,028 

165,923 

155,307 

274,653 

127,203 

328,854 

185,557 

2,000,405 

306,073 

225,860 

234,217 

163,345 

157,187 

275,445 

121,631 

328,820 

177,732 

1,990,310 

156,038 

116,166 

117,846 

84,150 

80,323 

139,633 

60,961 

169,671 

94,168 

1,018,956 

150,035 

109,694 

116,371 

79,195 

76,864 

135,812 

60,670 

159,149 

83,564 

971,354 

リサイクル部品　販売金額（千円）
上期

支 部

北海道

東　北

北関東

南関東

北　陸

東　海

関　西

中四国
九　州

合　計

下期 合計 前年 前年比％
101.4 

100.2 

102.0 

104.5 

100.7 

99.1 

99.1 

100.7 

98.9 

101.0 

5,702,361 

3,752,735 

8,243,772 

6,328,378 

3,346,617 

6,731,466 

2,992,390 

5,007,991 

4,078,148 

46,183,858 

5,781,334 

3,759,263 

8,407,818 

6,613,680 

3,370,469 

6,672,485 

2,964,980 

5,041,977 

4,034,178 

46,646,184 

2,920,734 

1,891,506 

4,322,904 

3,401,559 

1,690,153 

3,439,479 

1,493,384 

2,537,380 

2,045,581 

23,742,680 

2,860,600 

1,867,757 

4,084,914 

3,212,121 

1,680,316 

3,233,006 

1,471,596 

2,504,597 

1,988,597 

22,903,504 

販売金額

生産金額

販売点数

生産点数

使用済自動車
処理台数 598,529台

2010年度
(10.9～11.8)

2011年度
(11.9～12.8)

2012年度
(12.9～13.8)

2013年度
(13.9～14.8)

684,360台 699,661台655,851台

過去 3年間の実績 本年度の実績

430億円

139億円

244万点

188万点

455億円

151億円

251万点

200万点

462億円

142億円

249万点

200万点

466億円

146億円

242万点

199万点

本年度 (2013 年度 ) のリサイクル部品生産・販売実績

  リユース部品の品質保証

「HV車引取時の注意点」
のビデオDVDと説明用
下敷きを作成

■安全と信頼に向けて
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環境への配慮

※CO2削減量の数値はリサイクル部品のみ（新品・社外新品部品を除く）を対象としています。

※一般社団法人日本自動車工業会が1998年に公開している自動車LCAデータをベースに、
　NGPにて1,500cc車両の部品重量調査結果からCO2削減効果参考値を算出しております。

■IN PUT

資源・エネルギー投入量

■電　　力 2,136万kwh（119％）

■Ｌ Ｐ Ｇ  5.8万kg（101%）

■都市ガス 0.1万㎥（  58%）

■ガソリン 450㎘（  97%）

■灯　　油 354㎘（  97%）

■軽　　油 6,802㎘（105%）

■重 　 油  273㎘（  88%）

■水 9.2万㎥（前年比97％）
※2013年1月～12月消費量

70万台（前年比102％）■原材料
（使用済自動車）

■OUT PUT

環境負荷物質排出量

242万点

50,330 t
※

■販売部品
　点数

■フロンガス

■廃 オ イ ル

■Ｌ Ｌ Ｃ

■エアバック

■廃 タ イ ヤ

■廃バッテリー

■使用済自動車

※2013年9月～14年8月実績

Ｎ  Ｇ  Ｐ
全国141社
191拠点

使用済自動車
の適正処理

リサイクル部品
の生産

CO2削減量

2013年度NGP組合員事業所エネルギー消費量

支部 電力（kwh） 水（㎥） LPG（㎏） 都市ガス（㎥） ガソリン（㎘） 灯油（㎘） 軽油（㎘） 重油（㎘）

北海道 831,180 

8,523,716 

5,110,454 

736,711 

783,420 

1,319,517 

984,084 

2,006,518 

1,063,328 

21,358,928 

17,866,397 

4,648 

18,518 

14,226 

7,448 

9,163 

10,554 

5,460 

15,739 

6,418 

92,172 

95,188 

923 

28,063 

5,424 

3,995 

581 

5,844 

1,132 

8,390 

3,612 

57,964 

57,249 

0 

106 

32 

750 

0 

249 

303 

23 

0 

1,463 

2,534 

24 

135 

83 

50 

12 

49 

24 

52 

21 

450 

461 

126 

106 

26 

10 

21 

18 

8 

30 

7 

354 

365 

540 

1,399 

1,029 

296 

891 

377 

635 

1,056 

579 

6,802 

6,448 

4 

0 

56 

10 

6 

0 

52 

144 

0 

273 

310 

東北

北関東

南関東

北陸

東海

関西

中四国

九州

合計

昨年度合計

CO 2 排出量（㎏） 11,854,205 

9,915,850 

33,182 

34,268 

174,297 

172,147 

3,043 

5,271 

1,044,794 

1,070,614 

881,782 

909,206 

17,820,626 

16,893,576 

738,692 

839,956 昨年度合計

CO 2 排出量合計 32,551t
29,841t昨年度合計

※2013年1月～12月

前年比
（97.2％）

前年比
17万㎏（94.6％）

355万ℓ（90.0％）

172万ℓ（102.0％）

175万個（111.4％）

219万本（101.9％）

655万㎏（99.9％）

70万台（102％）

環境エコバランスデータ（2013年度）

生産技術の情報共有化
　NGP にとって環境マネジメントは、事業の本質に関わる

重要課題と認識しています。常にお客様の満足と安全を優

先した業務を行い、持続的循環社会構築に向け、事業活動

のあらゆる場面において環境保全の意識を高め、以下の基

本方針に取り組んでいきます。

❶法令遵守　●環境法規制およびその他の要求事項を遵

守します

❷省エネルギー・省資源　●事業活動で消費するエネル

ギー・水等の使用量を削減し、省エネルギーを推進します

●生産活動で使用する梱包材等の省資源・効率化を推進しま

す●事業活動で使用する紙等消耗品の使用量を削減します

❸環境負荷・汚染の低減　●事業活動で発生する廃棄物

のリサイクルを推進します●事務用品のグリーン購入を

推進します

❹地域との共生　●環境保全活動には積極的に参加して地

域社会への貢献と調和に努めます

　NGP は環境関連規制を遵守する管理の徹底に努め、環

境マネジメントの適切な運用を確認するため省エネルギー

推進活動報告による内部監査を定期的に実施しています。

事業活動における投入資源・排出環境負荷
　NGP は使用する資源・エネルギーの投入量（INPUT）

と排出量（OUT PUT）を定量的に収集・分析することで、

総合的で効率的な環境負荷低減に活用しています。また

内部監査により「是正処置が必要」「記録の記入不備」「環

境マネジメントの理解に誤解」などの不備には、それぞ

れ適切に改善を行っています。

　事業活動の資源・エネルギー投入量は、全般的には組

合員の努力もあり、毎年着実に減少傾向になっています。

その一方、リサイクル部品需要の高まりから各事業所の

業務拡張、設備投資が活発化して、ここ数年電力使用量

に顕著な伸びが見られます。今後も継続的に環境バラン

スを注視していきます。本年度の「環境エコバランスデー

タ」を次頁に掲載しています。

    
ISO14001認証取得会社一覧
　　　　取得会社名 　　登録日 　　　　取得会社名 　　登録日 　　　　取得会社名 　　登録日

2014年10月1日現在

㈱辻商会 2003年 1月 24日
㈱アシスト・フクダ 2003年 1月 15日
㈱マテックＥＬＶ石狩 2001年 6月 5日
㈱エルバ北海道 2005年 3月 29日
㈱南商会 2004年 6月 21日
㈲むつパーツ 日71 月21 年4002
㈱福島リパーツ 日42 月21 年4002
㈱ナプロアース 2003年 3月 18日
㈱エコブリッジ 日02 月21 年4002
㈱アイエス総合 日52 月01 年4002
㈱青南商事 盛岡支店 アルトレック矢巾 2002年 2月 27日
㈱青南商事 弘前支店 アルトレック青森 2002年 2月 27日
㈱青南商事 酒田支店 アルトレック酒田 2002年 2月 27日
㈱青南商事 八戸支店 アルトレック八戸 2002年 2月 27日
㈱青南商事 仙台支店 アルトレック塩竈 2002年 2月 27日
㈱栃木パーツ 2004年 6月 7日

㈲黒埼部品 2003年 1月 21日
㈱茨城オートパーツセンター 2003年 2月 21日

㈱共伸商会 2013年12月  3日
エコリサイクル共伸生産工場

㈲田崎商店 日3 月21 年3002
㈱拓殖商会 日51 月21 年3002
㈲しのぶや 2003年 2月 28日
㈱ユーパーツ 2002年 7月 26日
カースチール㈱ 2004年 8月 4日
カースチール㈱東毛営業所 2004年 8月 4日

㈱３Ｒ 2002年 7月 10日
㈱ＣＲＳ埼玉 2005年 5月 27日
メタルリサイクル㈱パーツセンター 2008年 9月 18日

㈱マルトシ青木 2003年 1月 20日
㈱大橋商店 2003年 1月 27日
オレンジパーツ平成 2006年 3月 16日
㈲アンドーカーパーツ 2006年 3月 14日

メタルリサイクル㈱千葉パーツセンター  2008年 9月 18日

㈲ツクダ自動車 2004年12月 17日
㈱ハセ川自動車 2003年 1月 21日
津田鋼業㈱ 2003年 1月 23日
㈲メタルオート北陸 2005年 3月 24日
㈲カーパーツコンドウ 2010年 6月 24日
㈱多田自動車商会 2003年 3月 18日

㈱堀尾自動車部品 2003年 2月 25日
㈱草山パーツ 2003年 4月 25日
㈱桜井 2003年 4月 25日

㈱多田自動車商会大阪営業所 2003年 3月 18日

㈱福山セコ 2010年 5月 7日
クレストパーツ 2003年 2月 26日
㈲山陰ＵＰ販売 2007年 8月 23日
㈱桃太郎部品 2003年 2月 20日
㈱オートパーツ幸城 2003年 3月 23日
㈲オートパーツ新居浜 2003年 2月 27日
岡崎車輌部品㈱ 2003年 2月 28日
㈲東和 2003年 7月 23日

エコテクノ㈱ 2004年 1月 28日
㈱エビス 2003年 9月 12日
㈱山陰エコ・リサイクル 2005年 2月 10日
㈲みうら 2003年 2月 28日
㈲國寅商店 2004年 1月 9日
㈲西川商会 日22 月01 年4002
島根オートリサイクルセンター 2006年 8月 8日
㈱パーツライン 2003年 1月 26日
㈱オートパーツ伊地知 2001年 6月 13日
㈱グッパー福岡 2003年 3月 12日
㈲ユーピー宮崎 2003年 3月 28日
㈱アール・トーヨー 日52 月11 年4002
㈱エイ・ティ・エム 2003年 3月 18日
ＷＡＲＣ西日本オートリサイクル㈱   2003年 1月 30日
㈲オートリサイクルナカシマ福岡 2004年 9月 24日
㈲タバタ商会 日52 月11 年4002

●システム賛助会員 
丸利伊丹車輌㈱北広島支店 2004年 6月 21日
㈱オートパーツ三伸 2005年 3月 22日
石上車輌㈱恵庭店 2004年 5月 19日
㈱ライラック車輌 2005年 3月 22日
九州メタル産業㈱鳥栖リサイクルセンター 日42 月21 年3002 

取得会社合計数（含登録拠点） 73拠点

■ ISO14001認証取得の推進（2014年10月１日現在）

2013年12月  3日

  環境マネジメント
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　NGP は昨年 12 月 12 日～ 14 日に東京ビッグサイト（東京・

有明）で例年開催されている日本最大の環境展示会「エコ

プロダクツ 2013」に出展しました。今年のブースは来場者

の最も多いホール入口に近いメイン通路に面する絶好な場

を割り当てられ、展示テーマである部品取り車両仕入れ強

化策「廃車王」とリサイクル部品と、リサイクル部品を活

用する修理のPRを盛り上げる最適な舞台となりました。「廃

車王」は展示会直前にイメージ一新を図ったこともあり、

この展示会が事実上のデビューになり、キャラクターであ

るエジプト王ファラオの看板・POP の表現・演出に工夫を

重ね、会場では集中的に前面に配置しました。結果として

来場者の注目を集め、新鮮なイメージと大きなインパクト

を伝えることが出来ました。展示会の NGP 責任者で環境

委員会藤原庸正委員長はこの感想として「“ 廃車王 ” は来

場者の反響が高くとてもよかったと思う。従来の名称 “ 廃

車王くるマック ” から覚えやすい “ 廃車王 ” に、ロゴマーク

もキャラクターも斬新で印象深いのものに変更しました。

ユーザーの胸にしっかり刻んで頂く、その期待には十分応

えられたと思います。ユーザーは車両を手放す際にディー

ラーにおまかせにしがちですが、今後も “ 廃車王 ” の存在

を忘れないで頂き、将来愛車を手放すときに廃車王の看板

を掲げる NGP 組合員に優先して売却して欲しい。そのため

のラジオＣＭ（2 月スタート）などを積極的に展開するは

ずみになった」と意気込みを語りました。「NGP エコひろば」

コーナーはテレビＣＭの影響もあり、おなじみのタレント

のカンニング竹山さん、野村将希さん、ダンディ坂野さ

んのタレントのポールサインが目を引きました。メインス

テージでは昨年と同様のプロのナレーターによる「環境に

やさしい自動車リサイクルの紙芝居」が多くの来場者・小

中学生グループの人気を集め、スタッフの説明を熱心に聞

かれていました。リユース部品展示ではドアパネル・フェ

ンダーなど外装部品のほか、エンジン補機部品・ダンパー

など機能部品の実物を数多く展示してリユース部品の豊富

な種類・品数をアピールしました。特に今回はそれぞれの

部品の価格表示（新品価格とリユース部品価格の比較）と

CO2 削減効果を明記して「環境にやさしい・お財布にやさ

しい」を具体的に展示したことで、高い関心を持って頂き

ました。毎年提案している被災地支援コーナーは廃車から

取り外した国産車を中心とした新旧さまざまな多数のエン

ブレムが揃い、“ フィリピン台風義援募金 ” に協力した方に、

お好きなエンブレムをプレゼントする名物コーナーとなり、

小さな子どもからクルマ好きな大人までめったに手に入ら

ないお宝の発掘に夢中になっていました。

　NGP はこれからも循環型社会構築を目指す事業活動をさ

まざまな機会で社会に発信していきたいと考えています。

（主催者発表来場者数　約 17 万人）

　NGP 組合員の多田自動車商会（本社：兵庫県神戸市）

が 8 月 10 日に自社工場（兵庫県三木市）で、小学生を対

象とした工場見学会を開催しました。当日は 3 ～ 6 年生の

小学生 9 名とその保護者、7 組 16 名が参加しました。

　最初にリサイクル部品の概要を説明したうえで、エンジ

ンテストのほかヘッドランプ・テールランプおよびドア・

エコプロダクツ 2013
自動車リサイクルを積極的に推進する「廃車王」とリ
サイクル部品を活用する自動車修理の取組みをPR

大量のエンブレムは注目の的、
関心も高い

海外のお客様もNGPのリサイク
ル部品に注目

ボンネット・トランクの取り外し作業を実演し、黄ばんだ

ヘッドランプと、そうではないものの実物を見ながら、厳

しい品質基準をクリアした部品のみを登録していることを

強調しました。

　その後はフロン回収およびタイヤ・バッテリーの取り外

し、タイヤとホイールの分離、解体車のプレス工程など、

リサイクル部品生産の流れを紹介しました。また新聞紙を

緩衝材として使用し段ボールを再利用したランプおよびド

アの梱包作業を見学してもらい、地球環境に配慮している

ことをアピールしました。

　工場見学後の小学生からは「リサイクル部品を使うこと

で値段が安くなることを知りませんでした」「車をリサイク

ルできることがわかってうれしかったです。新品のドア・

ガラスの値段が高いのでびっくりしました」保護者からは

「車 1 台をリサイクルすることによって環境にこれだけ良い

とは知りませんでした」「今後の車の修理にリサイクル部品

を利用してみたいと思います」

といった感想が届きました。

　NGP は 5 月 31 日・6 月 1 日に東京都足立区役所で開催

された「地球環境フェア 2014」に出展しました。これは昨

年 12 月の「エコプロダクツ 2013」で NGP の「環境にやさ

しい自動車リサイクルの紙芝居」を見た足立区環境部環境

政策課の職員から同フェアへの出展要請を受けたことによ

るものです。

　この環境フェアでは特設のミニステージでエコプロダク

ツと同じ紙芝居が披露されたほか、廃車の買取りサービス

「廃車王」やリサイクル部品活用の優良修理工場紹介サイ

ト「NGP エコひろば」の案内、また東日本大震災の被災車

両を回収した復興支援活動などを PR しました。

　紙芝居を見た来場者は「使用済み自動車をリサイクルす

る仕組みがあることを知りませんでした。実家で所有して

いる車のドアがへこんだままなので、その修理にぜひリサ

イクル部品を活用したいと思います」という声が聞かれる

など、主婦や小中学生を中心に来場者から大きな反響を得

ることが出来ました。

　NGP 組合の高橋照夫事務局長は「日頃の業務では一般

のユーザーと直接会話する機会はほとんどなく、しかもリ

サイクル部品の存在を知らない人がまだまだ多いのが実情

です。一方で高齢化した世帯からの使用済み車両の処分に

ついて相談の多い集合住宅の管理会社からは、住人向けイ

ベント開催時に “ 廃車王 ” の説明をして欲しい。という依

頼も決して少なくありません。こうした地域密着型のイベ

ントに今後も積極的に参加して、廃車買取り・リサイクル

部品活用の PR をユーザーに直接伝えていきます」と話し

ています。

ベルマーク運動への
取組み
NGP は 2011 年東日本大震災での
被災車両引上げ活動を契機に、被
災地の学校を支援する協賛会社と
してベルマーク運動を開始しまし
た。販売するリユース部品のギャ
ランティシールにベルマークをつ
け、ポスター・チラシ・ベルマー
ク回収箱を作成、組合員をはじめ
自動車修理工場・関係事業所に配
布しました。また NGP が発行する
印刷物や HP での発信など、あらゆ

る機会を捉えてベルマーク運動へ
の参加と回収活動を推進し、次世
代を担う子供たちの教育活動を応
援しています。

交通遺児育英会募金
活動
NGP は自動車・バイクなどの交通
事故が原因で死亡した方や著しい
後遺障害のある方の子女たちの経
済的支援を目的とした「あしなが
おじさん」（公益財団法人 交通遺児
育英会）に
賛同して毎
年、募金活
動を支援し
ています。

通常総会で寄付金贈呈式

地域社会貢献の推進

  展示会への参加

東京都足立区「地球環境フェア 2014」に出展
地域密着型イベントに積極的に参加し
リサイクル部品をユーザーに直接アピールします

リサイクル部品を紹介する NGP
協同組合の紙芝居

自動車リサイクル部品の存在を初め
て知った来場客からは驚きの声が

「廃車王」と「NGP エコひろば」ののぼりが目を引く、NGP 協同組合の出展ブース。

  地域社会とともに

多田自動車商会が小学生向け工場見学会を開催
小学生が自動車リサイクル部品活用による地球環
境保護と経済的メリットを学ぶ

ヘッドランプの品質基準に関
する説明を熱心に聞く小学生


